




















平成15 (03 月の第16年 2 年)1 5回国会施政方針演説において,当時の小泉
首相が2010年までに訪日外国人旅行者数を倍増させることを目標とする旨の
発言をしたことを契機として2),2003年 4月 1日より｢ビジット ジャパン･
28 現代軽骨経済研究 第2巷第 3号
キャンペーン (以下,VJC)が開始されるなど.我が国における観光振興へ
の取り組みが高まっている3).最近では,206年12月13日に ｢観光立国推進










Eg]1 訪 日旅行者数の推移 (1996年 1月～ 2008年 12月)
皿八八
九州V'IV
▲ 山 此 I .: 
l▲ 八. ーI i_,:i血症州 L-∫
舟 Y V ■■ P. I〟 Vi5 ･=tL 
I_ヾ lIト. こI >. = i.
一､_ヽ  I､′_■■ヽ′′′●-■ -ヽ′へ一 一一~ I'′_一一′′♪.→t1ヽヽー-一 .■ヽ ′~■ ■ヽ､ ∫ ∫ ■､^ ′ Iヽヽ.ヽ  一～ ヽ､∧IV′J′′′
資料 :E]本政府観光局 UNTO)F訪日外客統計J.
注 : 2008年 1月以降の値は暫定値 ｢vJC重点市場｣は.韓【乳 台風 中国.香港,タイ,シン
ガポール,米軋 カナダ.英国, ドイツ,フランス.オース トラリアの 12カ国 ･地域からの訪日
観光客数の合計.
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注 : 2008年 1月以降の値は暫定値を計算に使軋 ｢VJC重点市場｣は,献乳 台帝.中国,香港,
















Oj 現代経営経済研究 第2巻第 3号 訪日観光客数の決定要因 :グラビティ･モデルを剛 ､た誘致政策の評価 13
ことが分かっている. )B)の存在も,旅行サービスの貿易に妥当する現象である.すなわち,f teec
ここで.i国とj国との問の貿易フローをFXu,同一の通貨で表示した掴 仮に他の条件が等しい場合であっても.観光客が外国への旅行よりも自国へ
mil GDP)をそれぞれYna(no ;とY,iと)個 の名目国内総生産 国と)個 の経 の旅行を選好するようなケースは,国境効果の存在によって説明できる･ま
済的な中心地問の距離をD , 貿易を促進または阻害する効果を持つ ｢その た自国市場効果の考え方に基づくと,サービスを需要する側の国の経済規模
他の要因｣41の関数をf(, とあらわすと,一般的に用いられ だけでなく供給する側の国の経済親授が観光サービスの国際貿易に大きく影- A)),誤差項をSり
ているグラビティ･モデルは, 響するような場合は,差別化された商品としての特徴をもつ観光サービスに













( i )データや年次プール･データにとどまらず,四半ss on
国際貿易の分析におけるグラビティ･モデルの理論的な背景については, 期のプール ･データを用いて,経済構造の変化や季節による変動の影響にも
B dtergsran )の第 5章などが詳
細なサーベイを行っており,また同モデルのサービス貿易への応用に関して 用いられている説明変数に加えて,石油価格や旅行者の母国の空港アクセス


















CJいずれか一方の要因のみに焦点を絞った実証モデルよりも,グラビティ･モ タを説明する.第 3節では,まずV の効果を示すダミー変数をモデルに導
デルを回帰分析に用いる方が適切であろう.さらに,グラビティ･モデルと 22入し,3の旅行者の母国 ･地域の1年間に亘る四半期データを用いて,誘敦
政策の効果を考察する.続いて,データを重点市場の対象国 ･地域と非対象密掛 こ関連する国境効果 reff 7))tecb dore( や自国市場効果 ktreho( mema


















cosss i変数との.横断面 (r ecton)またはプール･データである.本稿では
これらの変数に加えて,多くの先行研究で採用されている軽済変数および非
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訪日戟光客数の決定要因 :グラビティ･モデルを用いた誘致政策の評価 33 
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となるが,7Y)URLSTI..は,t期に旅行者の母国 (i)から日本 (I)を訪問し
た観光客数であり,日本政府観光局 (NO 『JT)の 訪日外客統計』の国別 ･
目的別 ･月次データを四半期に集計したものを用いた.分析の期間について
は,国別の訪日観光客数の月次データと各国のマクロ経済データの双方が入
手可能な 1996年第 Ⅰ四半期～ 2008年第 1四半期とした.ただし,中国に関
しては,1999年以降しか国民経済計算の四半期データを人手できなかった
ため,1999年第 Ⅰ四半期-208年第 Ⅰ四半期のデータのみを用いた. 
GD のデータについては,国際通貨基金 I )のItrainliacaP (MF nentoaFnniE 
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グループに分類している 係数に期待される符号条件は負である.一方,( ,)に対する係数は,日
本の旅行サービスへの需要の代替財価格に対する交差弾力性と考えられるた
A･出発地域の掛 斉変数 (個人の可処分所得水準,所得分配,休暇権札 め,符号条件は正である.また,旅行者の母Btの通貨に対して円安 (自国通







図 3 原油の世界価格の推移 (1バレルあたり米ドル､四半期データ) 
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旅行客数に対する価格的要因の効果を,為替要乳 日本の物価要因,第 3国 TnSまた,輸送コストに影響するDI
の物価変化による代替効果とに分けて分析を行った.物価のデータとしては, 内の空港アクセスをあらわす 2つの変数を組み入れた.石油価格については, 
NCE以外の指標として,石油価格と国






















先行研究で通常用いられている英語文化圏ダミー (E LS 4NGIH )1)に加えて,











































をコントロールするためのダミー変数 (T T)には. ()199:IIEqN " i 7Ⅰ～ 
1998:IVに1の値 をとるアジア通貨 ･金融危横 ダミー (CRISIS), (i) 
1998:Iに長野冬季オ.)ンピック .ダミー (NAGANO),(ii)2001‥IVに米
国同時多発テロ事件直後の厳戒態勢をあらわすダミー (D911), (iv)その
後の 2002:I以降に空港等のセキュ1)ティ強化ダミー (SECURnY)I (V) 
2002ⅠⅠに E韓共催 FF (IA) v 3I: ] IAワールド･カップ ･ダミー  FF ･(i)200:
に重症急性呼吸器症候群 (SARS)の流行期間に対応するダミー (SARS)I(vi) 
2005:ⅠⅠ-ⅠIIに愛知万博ダミー  (AICHI),の 7つを採用した.このうち･(i)･
jβ 現代経営経済研究 第 2巻第 3号 
(Ⅴ), (vi)については,イベント-の参加者･観客や関係者の訪問によって.
旅行客数を増加させる効果が期待される.逆に (i)は,アジアからの潜在


























表 1 全期間の32の国･地域のデータを用いた回帰分析 (1996ニト2008:り 
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40 現代経営経済研究 第 2巻第 3号 
31 全期間の32の国 ･地域データを用いたVJCの評価
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プーリング対 風乾効果 g)定効果 
Ju]〟,⇒)F免ift = 6947 ++t 
プーリング対 史書効果 棄t効果 **26692B&Pts 2 計t -etx錠.
史壬効果対 固定勅果 i.且 .吐玉 
H山 S J etx札計t = 150maILs:2
2 重点市場のみのデータを用いたVJCの評価 往:トレンドとダミー変数以外の説明変数および被説明変数はいずれも自然対数･()内の借は t一
統計皇 斜字体の ()内の値は不均一分散に対して頑健な標準偏差に基づく1-統計量.[]内の値
3.
ここでは,VJCの重点市場である12カ国 ･地域のデータのみを用いて.樵 は,それぞれ片側 1%,5%,10%の有意水準で帰は標準正規分布に従うZ I-","`".'…一競計量," "
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 OIJ粁● 0】2rl【Q2, 
JC期間を分割した結果,V0106+ )52
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es - . 茸… 
おりの有意な係数をもたない.このことから,訪日旅行客数が多い重点市場
Hausm aJIL l泣虻計士 -es 133
 Jh
からの日本-の観光客は,外生的な一時的ショックの影響をあまり受けてい




～ ､'∴ ■`■は,それぞれ片側 1%.5%,10%の有意水準で1.
'..
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(a) VJC以前 (1998･ト2003.I) 
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B&PlestL2免 .11壬 =	 5732 +Ill
史主軸果吋 固定効果	 変壬効果 




値は標準正規分布に従うZ一 ' ●"	 %,54.10
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表 3 (つづき) ンパクトの方が大きい｣ことや,小国が多く海外旅行者の数自体が少ないこ
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7.
0.CAENGLLM , 本節では,いくつかの仮想的なシナリオを想定し,回帰分析の結果を利用JSI. 
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仇4JJ 



























































































定& 4. ●077 3172+
･1























A C.I. 推計した (図 4).
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lおよび ｢プーリング ･モデル ｣から予測した四半期推定値を年次に集計した値は､それぞれ以下
p,4.

ー (変動効果)の通 り. ′~~~ヽ  










































































 ｢石油価格固定｣シナリオは,原油価格を 203年第ⅠⅠ四石油価格が上昇しなかったと仮定した場合 8
64.
(2
 回帰分析の対象とした 12カ半期の水準 なれ






































































現代軽骨経済研究 第2巷第 3号 訪日観光客敬の決定要因:グラビティ･モデルを用いた誘致政策の評価 
図6 石油価格を不変と仮定した場合の牡光客数 (VJC非対象市場) 準から変化 しなかったと仮定した場合の32カ国 ･地域からの訪日観光客数は,
∫j
｢プーリング ･モデル 1｣に基づいた場合は約 903万人で 2002年の観測値の 
′ 
























注 :表 3(b)の回帰分析に基づく推計.｢石油価格国定｣シナリオは,原油価格を203年第1四半 回帰分析の結果からは,以下のような括論が得られた.グラビティ ･モデ期の水準 (A
らの訪日観光客数の観淵値,および｢プー リング･モデル1｣と｢変動効果モデル｣から予測した ルを用いることによって,日本へのインバウンドの観光客数の決定要因を適
四半期推定値を年次に集計した値は,それぞれ以下の通り. 
































5904.89 9 288.8】4 843,16
変数や英語圏ダミー ･漢字文化圏ダミーなどの文化的要因をあらわす変数も
有意な説明力をもち,特に後者は ｢国境効果｣の存在を示唆している. ･ .
I .r･p; 
,. 












5倍 となり,｢変量効果モデル｣に基づ く推計では,約921. 重点市場 ･非重点市場 ともにVJCの実施によって,制度的な障壁や一時的シ
ョックが観光客の訪日の決定に及ぼす影響が弱まる一方でマクロ経済変数の
52








､. 小沢健市 (199 ,｢)7 インバウンド誘致政策としての 『ウエルカムプラン21』の
油価格の上昇によって,訪日観光客増加に対するVJCの効果が弱められた｣ J r ; ヽ.
国際経済学的分析｣柑本観光学会誌』第3号1 年10月),如8頁.7(199
,｢わが国のインバウンド政策の経済分析｣『立教大学観光学部1)







(2紀要』第 3号 01年 3月),90‥ 
. ･ 一 .翌夏 
『訪日外国人旅行の経済波及効果調査報告これらの結果から導き出される政策碇言としては以下の点がある.
書一一二ⅥC目標達成時の経済波及効割 ,国際観光サービスセンター ･
中滞栄一･林慈生 ( 6020 ,｢訪日旅行者数の決定要因- サービス貿易の2国)
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denceivT draeanT d:raei Eonat terna dE , 
第三に文化的な側面に関しては,国内で英語が通じる環境を整備すること
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〕 年に制定された旧 ｢観光基本法｣の全部を改正したものである. 
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⑥展示会等事業などの取り組みを行っている.さらに,208年には,｢ビジット･ tt tengsagov. . .//:p w′  
ジャパン･アップグレード･プロジェクト｣を立ち上げ,｢訪日旅行の満足度
を高め,訪日リピーターを増加させるための取組｣として,外国人液行者の










199 , m (199)およびS dS
また,伝統的な貿易理論に基づいて供給側の要因を中心に扱った最近の研究
r(1997)の第 3章などがある
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58 現代軽骨経済研究 第2巻第 3号
には,ZhangandJensen(2007)がある. 
14)国民の50%以上が英語を母国語としている英国,アイルランド,アメリカ,


















練の面でも先導者でありつづけるが,旅行 ･観光-の親和性 (訳注 :端行客 .
観光客-の開放度のこと)では,最下位から3番目 (128位)である.この分
野の政府における優先度も低い (87位)｣ (邦訳は引用者による)と評価され
ている. 
(なかざわ ･えいいち/明海大学経済学部准教授)
